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集会後には、「医療・社会保障費を増
やせ」「保険証残せ」「保健所増やせ」
「地域の医療・介護を守れ」の声ととも
に銀座パレードを行いました。
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東京社保協

１

医療・介護・福祉に国の予算を増やせ！
９．２６いのちまもる総行動
２，４００人の現地参加・２００か所でのオンライン視聴

日本医労連、保団連、全日本⺠医連などで
つくる実行委員会の主催で、９月２６日に東
京・日比谷野外音楽堂で「いのちまもる総行
動」が２４００人の現地参加、２００か所で
のオンライン視聴で開催されました。
集会では、医療・介護・福祉現場での、低

賃金・過重労働により人員確保が進まず、医
療機関での病棟閉鎖や介護事業所の閉鎖など
を招いており、国⺠の暮らしと健康に大きな
影響を及ぼしており、マイナ保険証の問題で
も、健康保険証の新規発行がの廃止が１２月
２日に強行されれば皆保険制度の崩壊を招き
かねないとして、憲法を守り力を合わせて政
治・政策の転換を求める声を広げていくこと
を確認しました。



8月27日に東京土建渋谷支部会議室にて渋
谷社保協第33回定期総会を開催しました。
主催者を代表して⼩島副会⻑が「憲法を活

かし、権利を行使して、政治と社会を変えて
いく新たな１年をつくろう」と挨拶し、五十
嵐千代⼦区議から「区⺠が声を出せば区政は
変えられる」との挨拶を受けました。
総括・方針、決算・予算、次期体制などの

議案提案では、嘉瀬事務局次⻑から、粘り強
い請願活動を通じて学校給食無償化の実現や、
健康保険証存続で区議会意見採択など成果、
困っている方への相談や食料支援活動の定着、
学習や署名宣伝の取り組みを報告し、来期の
方針として大軍拡を止め、軍拡予算を社会保
障の機能強化を図る運動、健康保険証廃止を
実施させない運動や国保・介護・保育などの
区⺠要求の実現の活動、相談・支援活動の継
続などに取り組むとする方針を提案しまた。
議案討論では、代々木病院の原田さんが、

診療報酬のマイナスが経営を苦しめているこ
と、その影響に加え、国の医療従事者の処遇
改善が極めて不十分になっていることに触れ、
報酬の再改定を求めました。広尾病院を守る
会の金井さんは、独法化後も職員の退職が止
まらず、病棟が１部稼働できないままでいる
ことに触れ、直営に戻す署名の推進を訴えま
した。
提案はすべ承認され、総会アピ−ルを採択し
ました。

渋谷社保協
第３３回定期総会開催

渋谷社保協ニュースNo.1

９月１１日（水）、午後６時半より区立
グリーンホールで保団連医療運動推進本部
事務局・中央社保協運営委員の曽根貴⼦さ
んを講師に「どうなっているの？！健康保
険証緊急学習会」が開かれ、９３名が参加
しました。
曽根さんは、①マイナンバーカードを進

める政府のねらいは「デジタル監視社会」
であり、②保険証をなくし、マイナ保険証
の推進、資格確認証の発行はいつでも・ど
こでも誰でもが保険証１枚で受診できると
いう国⺠保険制度の廃止につながり、③健
康保険証の存続を強く求めるには「保険証
を使い続け、マイナ登録でマイナ保険証の
利用率を上げない、マイナ保険証を減らす
⇒マイナ保険証・ボイコット運動」が喫緊
の課題でであり、「健康保険証を残して下
さい」署名の協力を訴えました。
続いて、日本共産党の石川すみえ区議会

議員より板橋区の資格確認証の取扱い方針
等について報告がありました。
国⺠健康保険及び後期⾼齢者医療保険に

ついては、区及び協会けんぽなどはそれぞ
れの保険者から郵送されることになってい
ること、１２月２日以降は、資格証と短期
証も廃止になりますが、資格証は「特別療
養費」扱いで窓口１０割負担になる仕組み
を続けようとしています。 短期証に代わ
るものはないので、区は、催告と財産調査
と差し押さえのやり方を変えて早めの差し
押さえを検討している、などでした。

各地域・団体の取り組み

２

マイナ保険証
ボイコット運動を！

板橋社保協ニュースNo.13
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９月１８日（木）、マイナ保険証への切り
替えで医療が受けられないのではと不安を感
じている方が多いことが分かり、社保協とし
て緊急に区⻑へ「医療を受ける権利を守るこ
とを求める申し⼊れ」を⼭本会⻑、船木副会
⻑及び金崎事務局⻑で行いました。

●申し⼊れの概要は次のとおりです。
1. 現行の健康保険証の存続を政府に対し強

く意見を上げること。
2. 12月2日以降、資格証明書、短期証が新規

発行廃止となることに伴う、新たな徴収
強化対策は行わないこと。

3. ⾼すぎる国保料、後期⾼齢者医療保険料
を引き下げること。

区⻑へ、緊急申⼊れ
板橋社保協ニュースNo.13

各地域・団体の取り組み

３

東京都議会９月議会
開会日行動

「あわててマイナ保険証つく
らなくても大丈夫」学習会

⻄東京社保協

９月２８日、⻄東京社保協ではマイナ保険証
についての学習会を、東京保険医協会の⼩形
事務局⻑を講師に会場いっぱいの４０名の参
加で開催しました。
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４の日
巣鴨駅宣伝
１０月１４日(土)
１１月１４日(木)

１２時から１３時

マイナ保険証の押し付け
反対保険証を残せ

１１．７大集会
１１月７日（木）１３時より日比谷野外音楽
堂にて保険証残せの大集会を開催します。
詳細はまた連絡します。



４

東京社保協では、１０月１９日（土）１
３時よりけんせつプラザ東京にて、第５２
回東京社会保障学校を開催することとなり
ました。 今回は「社会保障の財源問題と
税制改革・社会保障改革の方向性」という
テーマで鹿児島大学の伊藤周平先生を会場
にお呼びしてメイン講演を行います。また、
大学院生や⾼齢者より実態を報告していた
だきます。 参加登録も始めていますので
是非お申し込みをお願いします。

参加登録はURL・QRより
https://x.gd/lDodk

第５２回東京社会保障学校
１０月１９日（土）開催
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地域社保協学習交流集会
１１月３０日（土）開催
国⺠皆保険制度の根幹である保険証の存

続を求め、来るべき来年７月の都議会議員
選挙・参議院選挙を見越し都内立候補者に
対して地元の社会保障をめぐる要求と合わ
せ、東京で統一した要求を掲げて、そのな
かでも保険証の存続を選挙の争点に押し上
げていく運動を提起・意思統一するために
地域社保協交流集会を開催します。
各地からの協力をお願いします。

国⺠健康保険証新規発行廃⽌に伴う「資格確認書」
送付等に関するアンケート 進捗

狛江市、練馬区、⼩平市、調布市、八丈
町、御蔵島村、江東区、清瀬市、東久留米
市、港区、江⼾川区、⾜立区、福生市、中
野区、町田市、葛飾区の１６自治体より回
答がありました。問い合わせなど複数の自
治体よりあります。

各地域・団体からも問い合わせていただけ
ますようお願いします。

国保・年金課などでは、マイナンバーカー
ドや電⼦証明書の有効期間を把握できてい
ない回答などが多くありました。

回答状況はこちら
から閲覧できます


